
     
◆ 2023年３月の放課後子ども囲碁教室のお知らせ 
 
◆ 第三小学校：3月 7日、14日 火曜日 2時 30分～ 四階 家庭科室 
◆第四小学校：3月 6日、13日、20日 月曜日 2時 30分～ 三階 ひらめき教室 
◆ 第十小学校：3月 3日、10日、17日 金曜日 2時 30分～ 一階 家庭科室 
◆ 大和田小学校：3月 1日、8日、15日 水曜日 2時 30分～ 二階 図書室 
 
■ 囲碁教室からの旅立ち 
卒業式が近づきました。４つの小学校の放課後子ども囲碁教室から３名の生徒が中学へ進みます。この生徒は
５年間教室で囲碁を学んできました。子ども囲碁大会にも参加してきました。保護者はもちろん、私にとっても
誇らしい生徒です。彼らの中学校での学びや心身の伸びやかな成長に大いに期待しています。 
 
■ レオ・レオニ (Leo Lionni) の童話 
 レオ・レオニというオランダ生まれでユダヤ系の絵本作家がいます。イタリアで広告関係の仕事をしますが、
ムッソリーニのファシスト政権誕生と人種差別法公布により、1939年にアメリカに亡命しその後 40冊あまり
の絵本を書きます。後に国際的なデザイナーとしても活躍します。 
レオニの作品にはいろいろな生き物が登場します。それには名前がついていて、子ども達に童話の内容が親し
めるような気配りをしているようです。例えば、｢スイミー｣の主人公は小魚です。｢コーネリアス｣はワニです。
「じぶんだけの いろ」はカメレオン、「アレクザンダ」という童話の主人公はねずみです。この作品は小学２年
生用国語の教科書にあります。｢フレデリック｣という作品の主人公もねずみです。｢シオドアとものいうきのこ｣、
｢ニコラスどこにいってたの？｣、｢マシューのゆめ｣、｢どうするティリー？｣もねずみが主役です。レオニは、人
間に嫌われがちなねずみをなぜか取り上げています。レオニの作品は谷川俊太郎が翻訳しています。 
 
 「フレデリック」から 
 この童話を簡単に紹介してみます。この物語はイソップの｢アリとキリギリス｣の話
と対比するとなかなか興味をそそられるストーリーです。 
 間もなく冬を迎える野ねずみは、無事に冬を越すために毎日食料や藁を必
死に集めています。ただ一匹、フレデリックという野ねずみを除いてです。
野ねずみたちが必死に働いている間、フレデリックは何もしていません。野
ねずみはフレデリックに質問します。「どうして君、働かないの？」と。フ
レデリックは答えます「寒くて、暗い冬の日のために、ぼくはお日様の光を
集めているんだ、、」 
 野ねずみ達は木の実を運びながら、牧場をジッと見つめるフレデリックに
尋ねます。今度はフレデリックは、｢灰色の冬に備えて小麦の色を集めてる
んだ｣と答えます。と万事こんな調子です。野ねずみは言います。｢驚いたな
ぁ、フレデリック。きみって詩人じゃないか！｣ 
 とうとう雪が降り出すと野ねずみ達は冬ごもりを始めました。準備の甲斐
あって、石垣の中は暖かく、食料も豊富です。お喋りな野ねずみ達は馬鹿なキツネの話をしたり、間抜けな猫の
話をしたりして楽しく過ごしていました。 
 ところが、日が経つにつれ、貯めていた食料は減っていき、暖を取るための藁は底をついてしまいました。石
垣の中は凍えるほど寒く、野ねずみ達はお喋りする気にもなれません。そんなとき、野ねずみ達が思い出したの
はフレデリックが「ひかり」「いろ」「ことば」を集めていたことです。野ねずみが尋ねます。「君が集めたもの
は一体どうなったんだい、フレデリック！」 
 そう尋ねられたフレデリックは「目をつぶってごらん」と言います。そして「君たちにお日様をあげよう。」
フレデリックは自分が感じた「ひかり」や「いろ」や「ことば」を、他の野ねずみたちに、まるで詩のような言
葉で伝えます。野ねずみたちはフレデリックの言葉から生まれる暖かなイメージに夢中になって喝采を送るので
した。 
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